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研究分野：数学 
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１．研究計画の概要 

代数体の単数の重要性は認識されている
ものの何をどう調べてよいのかがわかって
いなかった。それを類体論を念頭に置き解析
的整数論の考え方、方法を援用してイデアル
を法とした分布の立場から調べようとした。 

 

２．研究の進捗状況 

 上で述べたイデアルが素の時には問題の
枠組みについてはわかったといってよいが、
そうでないときにもかなりわかる場合が出
てきた。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由） 

 ともかくも新しい見方を提案し、それにつ
いてある程度の結果が得られ、新分野の道筋
をつけた。 

 

４．今後の研究の推進方策 
 未だ多くの様子のわからない場合を計算
機によって実例収集し、それを解析していく。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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China-Japan Seminar on number theory, 
Weihai,Aug.30-Sep.3,2006. 
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World Scientific(2007) 
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